
名寄市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

名寄市郊外部においては、定時定路線型の路線バスでは、非効率な運行となり、
また、交通サービスレベルも低いと考えられる。さらに高齢者は、バス停留所までの
移動距離に対して負担を感じており、デマンド型交通の導入によって、交通空白地
帯を解消するとともに、「買物」や「通院・通学」などの日常生活に必要不可欠な「地
域の足」を確保する。
【具体的目標】
デマンド型交通（下多寄線）の利用者数の向上 → 目標200人／ 月
デマンド型交通（御料線）の利用者数の向上 → 目標200人／月
デマンド型交通（下多寄線）の利用者満足度の向上 → 目標100％
デマンド型交通（御料線）の利用者満足度の向上 → 目標100％

協議会開催状況
生活交通確保維持改善計画の目標

・令和３年５月20日 令和３年度第１回協議会を開催
地域内フィーダー系統確保維持計画の策定について

・令和３年12月25日 令和３年度第２回協議会を開催
地域内フィーダー系統確保維持計画の事業評価について

・令和４年3月28日 令和３年度第３回協議会を開催
名寄市におけるバスの利用状況について

・令和４年６月24日 令和４年度第１回協議会を開催
令和３年度事業計画（案）について
令和３年度収支予算（案）について
地域内フィーダー系統確保維持計画の策定について
・令和5年1月20日 協議会各委員に地域内フィーダー系
統確保維持計画の事業評価内容確認を実施

令和４年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

名寄市では近年、人口の減少や自家用車の普及により、路線バスの利用者が低
迷し、効率的な方法による公共交通の運行が必要となっており、クルマを所有して
いない市民も数多く存在しているため、「買い物」や「通院」等の移動に困らない交通
システムの確保が求められている。
当該デマンド交通の運行地域は、住居が低密度に広く分散し路線バスの利用がし
づらい交通空白地帯である。日常生活に不可欠な地域の交通手段の確保とともに、
当市に所在するJR名寄駅、風連駅と居住地域を結節し交通のネットワークを形成す
る目的で導入しているものである。

下多寄線（西風連～風連駅～名寄駅） 【下多寄線】 【御料線】
運行回数 往路４回・復路５回

御料線（風連日進～風連町内～道の駅）
運行回数 往路５回・復路５回

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（名寄、風連、東風連、日進、智恵文、智北）
・名士バス㈱（市内5路線、郊外5路線）
・道北バス㈱ （2路線）
・士別軌道㈱（2路線）
・ジェイ・アール北海道バス㈱ （郊外1路線）
・北海道中央バス㈱（都市間バス1路線、共同運行）
・スクールバス（7路線）
・宗谷バス（都市間バス1路線）



令和４年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・デマンド型交通については、利用者になじみのない予約型の運行システムのため、ＰＲチラシ
やホームページでの周知を継続して実施を行った。

・とりわけ、新型コロナウイルス感染症の影響により老人クラブ等の会合で利用を呼びかけると
いった機会が無かったため、広報誌を用いて公共交通全般に関する利用促進、周知啓発活動を
行った（R４.８月号掲載）。公共交通で移動を楽しむ意義について啓発する内容となっています。
・アンケート調査を実施し、乗降指定箇所の見直しを行った（R1.10に１個所）。

【下多寄線】

２

２）運行系統

【御料線】



単位：円

単位：円

３

３）利用実績

４）収入実績

下多寄線

合計
内訳
（一般）

内訳
（学生）

1,956 1,360 596

1,966 1,186 780

合計

542,289

510,611

下多寄線

単位：人

合計
内訳
（一般）

内訳
（学生）

1,622 1,622 0

1,622 1,622 0

御料線

合計

308,936

265,981

御料線

単位：人

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
令和３年度 184 208 210 142 174 211 229 155 116 122 94 111
令和４年度 198 273 280 189 238 215 147 93 83 85 69 96
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
令和３年度 63,721 30,918 49,091 52,455 47,046 36,410 68,300 46,073 36,046 42,091 30,728 39,410
令和４年度 65,091 43,227 94,973 35,955 43,182 41,773 27,500 46,364 30,000 24,955 21,455 36,136
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
令和３年度 152 136 143 119 140 142 121 109 122 118 148 172
令和４年度 172 157 193 144 127 147 115 105 102 122 129 109
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
令和３年度 28,086 25,263 33,600 21,681 32,681 25,181 23,800 19,318 24,327 21,309 30,554 23,136
令和４年度 25,118 20,745 28,591 18,236 23,291 28,182 22,727 23,682 17,318 18,991 23,291 15,809
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６）目標・効果達成状況

・デマンド型交通の利用者数の向上
下多寄線
月平均利用者数 目標200人／ 月 → 実績164人／月
新型コロナウイルス感染症の影響のため利用が減少して
おり、 目標値▲36人／月であった。

御料線
月平均利用者数 目標200人／ 月 → 実績136人／月
新型コロナウイルス感染症の影響のため利用が減少して
おり、 目標値▲64人／月であった。

・デマンド型交通の利用者満足度の向上
下多寄線
目標 100％ → 100％
御料線
目標 100％ → 100％
令和4年4月実施のアンケート調査において、下多寄線及
び御料線の満足度が昨年に引き続き１００％となった。

・効果
冬期間のみならず、通年（下多寄線288日稼働、御料線
329日稼働）の利用があり、住民への公共交通手段の提供
が適切に行われた。

４

７）事業の今後の改善点

• 自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
• 依然として新型コロナウイルス感染症の影響により目標
を達成することができなかったが、今後も引き続き、アン
ケート調査等を通じて、利用者ニーズのくみ上げを行い、
利用促進の取組を期待する。

• 持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率と
いった事業効率の改善につながる目標を設定すること
もご検討いただきたい。

事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果

【下多寄線】
運行から１１年が経過し、地域への定着は着実に進んでい
る。
しかし、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響に伴う緊
急事態宣言が発出されたことによる外出自粛により、大きく
利用者が減少する結果となった。
来たるべきアフターコロナに向けて、あらためて老人クラブ
等の会合等で新規利用者の拡大に努めていく。

【御料線】
運行開始から４年目を経過したところであり、引き続き地域
への定着を図っていく必要がある。
現状、高頻度で利用いただいている利用者が数名おり、利
用実績がそれなりに出ているものの、新型コロナウイルス感
染症の影響に伴う緊急事態宣言が発出されたことによる外
出自粛により、利用者が伸び悩む状況となった。
そのため、アフターコロナに向けて、あらためて老人クラブ等
へ周知するなど新規利用者の拡大に努めていく。


